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「学生のおもしろ企画·大学祭企画」実施報告書

※整理番号：

企画名

二畳の茶室2018

実施日

平成30年11月 3日（土） ～ 平成30年11月 4日（日）

実施場所

マ ーメイドカフェ周辺

企画代表者の氏名， 所属

氏名：中筋温子 所属：工学研究科建築学専攻建築設計学研究室

構成員の氏名
長木奈々 岡本孝太 野村知早

(2名減）

指導的立場の教員氏名

岡河貢

企画の目的及び内容

学部・院で学んだ意匠・環境・構造の知識を活かし、 学生が主体的に設計 ・施工を行うことを目

的とします。

また、 作品を大学祭で外部に展示し実際に茶室として利用することによって、 非日常的な建築空

間を多くの人に体験していただき、 普段は意識しない建築の楽しさや魅力を伝えます。

来場者数

200名

主催・後援団体（外部のコンテスト等に参加する場合は， そのコンテストの規模）

広島大学工学研究科建築学専攻

広島大学茶道研究会

広島大学裏千家茶道部

フォトコンテストモニュメントのある風景（応募資格：プロ ・ アマ問わず国内在住の方）

活動の内容（準備， 広報活動， 当日の様子等）

本年は竹と和紙を使用して茶室を製作しました。 まずコンセプトを設定し、 模型や設計図を

作成しました。 必要な材料については、 竹、 和紙、 エ具などインタ ー ネットで発注し、 木材や

石などはホ ー ムセンタ ー ナフコで購入しました。 施工は建築学専攻の学生のみで、 安全に注意

しながら進めました。

広報活動としては、 ポスタ ーを制作し学内に掲示しました。 学外への案内やSNSの活用、 フ

ライヤ ーの配布ができなかったため、 事前の案内は主に学内の方に向けたものになりました。

大学祭1日目は広島大学茶道研究会、 2 日目は広島大学裏千家茶道部の方々にお茶を点てて

いただきました。 茶室の前をたまたま通りかかった方や、 大学祭のパンフレットを見てこられ

た方、 学生など、 本年も多くの方々に茶室の空間とお茶を楽しんでいただくことができまし

た。 毎年この二畳の茶室の企画を楽しみにしてくれている方も多くいました。

お茶を点てている時間以外は多くの子どもが内部に入り、 遊び場としても活用されていまし

た。

（裏面に続く）




